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新年度を迎えて
令和３年度が始まりました。近隣の小中学校の入学式も、何とか開催
され、新しい制服に身を包んだ子供たちが親御さんとともに歩いてい
る姿を目にしました。春の恒例の風景ですがこれだけでも、胸が熱くな
る想いでした。
当法人にも多くの若者が就職してくれました。厳しい社会環境の中で、
介護を一生の仕事として選んでくれた新人職員を心より歓迎したいと
思います。
さて、当施設は練馬区の中でワクチン接種を優先的に行う高齢者施
設として指定され、４月の後半に施設内で接種を行うことになりました。
多くの方が接種の希望を申し出てくださっています。
この現状を改善させることができる希望はワクチン接種しかない中
で、どこよりも早く対応できることをうれしく思います。 予定では５月
の中旬に２回目の接種が計画されています。様々な課題はまだありま
すが、安全に皆様に接種いただけるよう対応していきたいと考えてい
ます。
既に３月には、当施設で働く全ての職員や関係者にPCR検査を実施
し、全員陰性の診断を受けました。今後は、定期的に職員に対しPCR
検査を実施して、安全な環境を維持するための取り組みも強化してい
く予定です。今後とも、練馬区や関係団体と連携しながら、感染症対策
に全力を挙げていきたいと思います。
国は４月９日、東京都等をまん延防止等重点措置を実施すべき区域

とし、東京都における重点措置期間を４月12日から５月11日までと決
定しました。これを受け都知事は、都民の外出自粛や飲食店等におけ
る営業時間の短縮等を要請しました。緊急事態宣言と同様に、これか
らも様々な制約を受ける暮らしが続いていくことになります。
しかし、私たちは新しく仲間に加わった職員とともに、この制限下の
中でできることを前向きに取り組んで、ご利用いただく皆様に安心し
てお暮しいただける日常をお届けできるよう努力していきます。
皆様のご理解と、ご協力を心よりお願いいたします。

施設長 中迫 誠

担当者のご紹介

新年度になって、当施設の組織も下記のように変更しました。
4月1日より、新たに4名の職員（事務員、短期入所相談員、介護士）
が人事異動で赴任し、同時に４名が異動で転出しました。また、4名の
職員も新規採用（介護士３名、看護師１名）されています。
新しく仲間に加わった職員とともに、皆様に信頼いただける施設と
なれるよう、日々努力しいきたいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

相談係より

【田柄特養通信の発刊ペースについて】
生活相談員が編集に携わっている『田柄特養通信』は、今後より
不定期による刊行となります。介護・医療保険制度にて詳細の必
要な時期を中心に、みなさまにお届けさせていただきます。

施設長（継続） 中迫誠（ちゅうざこ まこと）
介護係長（継続） 鎌田祐樹（かまた ゆうき）
２階介護主任（任用） 佐々木智孝（ささき ともたか）
３階介護主任（ﾌﾛｱ変更） 奈良谷了（ならや りょう）
看護係長（継続） 工藤加寿子（くどう かずこ）
看護師主任（継続） 澤野千代子（さわの ちよこ）
管理係主任（転入） 近藤英之（こんどう ひでゆき）
相談係主任（継続） 高水龍一（たかみず りゅういち）
短期入所相談員（転入） 中村圭吾（なかむら けいご）
管理栄養士（継続） 宮坂光（みやさか ひかる）
機能訓練指導員（継続） 西口智子（にしぐち ともこ）

【自動温度測定システムを導入しました】
施設の入り口に自動温度測定システムを設置しました。
ご来所の折には、入り口にて検温・消毒のご協力を
よろしくお願いします。

令和３年度担当者



給食サービス係より機能訓練係より

看護係よりリレー報告

楽しく集中できます！

風車！
カエルがぴょんぴょん。
懐かしいおもちゃです。

カラフルな風車に息を吹きかけたり
風を切るように動かしたり。
懐かしいものに触れると
練習！とは言わなくても

身体を動かしたり色々考えたりします。

いよいよ新型コロナワクチンの予防接種が始ま
ります。特養のお客様に関しては、4月下旬を
予定しています。初めてのワクチンになります
が、国の法の下での予防接種になります。お客
様の皆さんには、安全に受けていただけるよう
努めますので、
必要書類等、ご家族の皆様も
ご協力お願いします。

3月の献立の紹介です

ひなまつりはあなごの散らし寿司、いちごムース
のデザートと甘酒を楽しんで頂きました

先日、子供の小学校の卒業式がありました。
参加は保護者二名に限る、来賓などの参列は無し、在校生の
送辞無し等感染拡大防止策が取られていました。
驚いたのが国歌斉唱・校歌斉唱は「ピアノ演奏のみとさせて
いただきます」とのアナウンスが…。
卒業式は感動的で泣ける行事の一つとのイメージでしたが、
感染症はこんなことも変えてしまいました。
それでも旅立つ子供たちの視線は、まっすぐに前を向いて
いました。
子供たちの未来が、希望あるものとなることを願いながら
後姿を見送りました。 介護係長 鎌田祐樹

施設の中庭に咲いているチューリップです →


